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目的 数の確率分割データの解析では, 伝統的に無限母集団分割モデルから出発している. ここでは有限

母集団分割からのランダム・サンプルである標本分割から母集団を推測する.

数の分割からのランダム・サンプル 数 ν の κ 個の正整数への分割 τ = (τ1, τ2, . . . , ) からの, 大きさ n

の標本を考える. Sk,ℓ により τk から得られた大きさ ℓ の部品 (クラスター) の数を表し (1 ≤ k ≤ κ; 0 ≤
ℓ ≤ min(n, kτk)), さらに S+,ℓ :=

∑κ
k=1 Sk,ℓ とする. S = (S+,1, . . . , S+,n) の観測値 s (標本分割) から τ

を推定する:

τ̂(s) := argmaxτ∈Pν
P{S = s; τ}
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, τ ∈ Pν,κ.

推定精度は τ̂(S)|τo の中心 (モード, 期待値) からの距離で測る. 問題は計算法である.

表 1: Sample random partitions from P8 to P5, a part, probability(×56)
P5\P8 62 612 53 521 513 42 431 422 4212 414 322 3212 3221 3213 315 24 2312 2214

5 6 6 1 1 1 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0
41 30 30 15 15 15 8 4 4 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0
32 20 0 40 10 0 48 18 8 20 24 8 2 6 1 0 0 0 0
312 0 20 0 20 30 0 16 16 12 0 12 8 14 9 10 0 0 0
221 0 0 0 10 0 0 18 28 16 24 36 22 18 9 0 24 12 4
213 0 0 0 0 10 0 0 0 0 4 0 24 18 31 30 32 36 32
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 16 0 8 20

表 2: Estimates τ̂(s) : s ∈ P12,5, τ̂ ∈ P16,P20

s ∈ P12,5 814 7213 6313 62212 5413 53212 5231 42212 43211 43221 424 3321 3223

τ̂ ∈ P16 11 15 92213 8414 824 6214 74312 824 65221 52412 4322 63222 434 434

τ̂ ∈ P20 14 16 12 2312 10 515 10 25 8715 85322 834 7223 62513 52422 45 45 45

パラメトリック・モデル ノンパラメトリック手法で漸近論を考えるためには分割 τ の漸近的性質を仮

定しなければならないが, その可能範囲が広いために一般論の展開が難しい. 手始めにピットマン確率分割

(Ewense Piman Sampling Formula, EPSF (θ, α)) を取り上げる. もし τ が EPSF (θ, α)) に従うならば, そ

の標本確率分割も, 同じパラメータの EPSF に従う ( EPSF の分割構造). つまり EPSF が任意の標本分

割の共役事前分布に相当する.

EPSF が確率分割の中では最も扱いやすいものの. その性質は数値的に議論することになる. まずノンパ

ラメトリック手法との比較が課題である.
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